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領域 8 インフォーマルミーティング議事録 
開催⽇時：2024/3/20 (⽔) 18:00 ‒ 19:00 
開催地：オンライン 
 
議⻑： 有⽥ 亮太郎（領域代表、東⼤先端研） 
司会： ⿊澤 徹（運営委員代表、室⼯⼤） 
議事録作成：⻄⼝ 和孝（書記、神⼾⼤） 
 
出席者 
領域代表（2023/4 - 2024/3）有⽥ 亮太郎（東⼤先端研） 
領域副代表（2023/4-2024/3）永崎 洋 (産総研) 
 
領域運営委員（2023/4 - 2024/3） 
⿊澤 徹（室⼯⼤/実験）、⽯⽥ 茂之（産総研/実験）、⻄⼝ 和孝（神⼾⼤/理論）、⾦⼦ ⻯也（阪
⼤/理論）、中村 翔太（名⼯⼤/実験） 
 
領域運営委員（2023/10 - 2024/9） 
⽥中 将嗣（九⼯⼤⼯/実験）、曽⽥ 繁利（理研/理論）、⼟射津 昌久（奈良⼥⼦⼤/理論）、
⽥端 千紘（原⼦⼒機構物質科学セ/実験） 
 
次期領域運営委員（2024/4 - 2025/3） 
迫⽥ 將仁（北⼤/低温・実験）、⾜⽴ 伸太郎（京都先端⼤/低温・実験）、北⾕ 基治（兵庫県⽴
⼤/低温・理論）、⾦⼦ 隆威（早稲⽥⾼等研/磁性・理論） 
 
参加者：28 名（上記出席者を含めて） 
 
 
議題１：プログラム編集について（⿊澤） 

通常の⼤会との変更点 

1. 2024 年春季⼤会は 4 ⽇間の完全オンライン開催となった。 

2. 領域 8 主催のシンポジウムは 4 ⽇⽬の午後に設定した。 

3. ポスターは（3/18〜21）終⽇掲載され、各領域で設定された⽇の 16 時―18 時に 2 時間

のプレゼン時間が設けられた。領域 8 には 2 つの Zoom が⽤意されており、ひとつのセッ
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ション内で d 電⼦系と f 電⼦系に分けた。領域 8 のポスターセッションのプレゼンは、前

年度と同様に 3 ⽇⽬の 3/20 に設定した。 

4. 2023 年 3⽉の物理学会では学⽣優秀発表賞を春季⼤会で初めて募集し、2024 年 3⽉の春

季⼤会でも同様に開催した。 

 

反省点・提案 

1. 運営代表と運営副代表、他の運営委員との連絡にはメールを⽤いた。添付ファイルを付け

た連絡が⼀部の委員に届かないトラブルがあった。 

2. 引き継ぎ書に必要な情報が記載されており、問題を予⾒して対応することができた。情報

を整理して引き継ぎたい。 

3. 2 つの Zoom 会場でのセッション配置を⾏った。学⽣賞候補者が 10 名で 5 つの別セッシ

ョンに割り当て⼤会 2 ⽇⽬までに配置した。現地開催だった場合には教室サイズによる制

約も加わり調整が難航したと思われる。 

 
 
今⼤会（2024 春）の公演数について 
【2024 春 ⼀般講演（申込みベース）】 
 ⼝頭 ポスター  合計 
低温  124   34   156 
磁性   48   33    81 
全体  172   67   239 
 
【（参考）2023 春 ⼀般公演（申込みベース）】 
 ⼝頭 ポスター  合計 
低温  128   48   176 
磁性   62   40   102 
全体  190   88   278 
 
[“2024 春”の表における“磁性”と“低温”の定義] 
磁性：第⼀キーワードが 4f 電⼦系または 5f 電⼦系 
低温：第⼀キーワードがそれら以外 
 
 
 

 

今大会の概要集提出率 
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領域 8講演数の推移 

 
 
＊講演数はコロナ禍以前の⽔準に戻ると期待されたが、 
今回はコロナ禍での⽔準かそれ以下に回帰した。 

 
 

他領域との⽐較（講演概要集提出率） 

 
2024 年春（オンライン）         2023 年秋（東北⼤） 

 
＊講演数はほぼ全領域で減少している。 
 
 

2023 春:  239（Web） 
2023秋:  417（東北⼤）  
2023 春:  278（Web） 
2022秋:  301（東⼯⼤+Web） 
2022 春:  327（Web） 
2021秋:  352（Web） 
2021 春:  345（Web） 
2020秋:  337（Web） 
2020 春:  390（コロナ中⽌） 
2019秋:  474（岐⾩⼤） 
2019 春:  430（九州⼤） 
2018秋:  556（同志社⼤） 
2018 春:  442（東京理科⼤） 
2017 秋:  512（岩⼿⼤)   
2017春:  513（阪⼤） 

注）領域８講演数は申込ベース 
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議題２：領域委員会報告（有⽥） 
 
2023 年 11⽉ 16 ⽇（⽊）10:00-15:15（Zoom によるオンライン開催） 
1. 2024 年春季⼤会 理事会企画・記念講演の採択 
・理事会企画： 2 件採択（企画講演）、0 件不採択 
・若⼿奨励賞記念講演： 17 件採択、0 件不採択 
・⽶沢賞受賞記念講演： 1 件採択、0 件不採択 
・AAPPS-JPS Award 受賞記念講演： 5 件採択、0 件不採択 
2. 物性領域プログラム⼩委員会 
・招待講演： 6 件採択、0 件不採択 
・企画講演： 1 件採択、0 件不採択 
・チュートリアル講演：5 件採択、0 件不採択 
・シンポジウム（⼀般）： 9 件採択（条件付含む）、0 件不採択 
・シンポジウム（共催）： 2 件採択、0 件不採択 
3. 計算物理領域の新設について 
今すぐにワーキンググループ⽴ち上げるのは時期尚早であり、強い反対がある状態では進め
るべきではないという意⾒が多く⾒られた。今後の進め⽅としては、領域試⾏の⼿続きをよりク
リアにして、会員から不信の念を持たれないようにすすめることが重要である。領域 1、領域 11 
など⼤きな影響が予想される領域と個別に提案者を含めた意⾒交換会を設けて検討を⾏い、3 
⽉までに臨時の領域委員会（もしくは説明会）を開催することとなった。 
4.  

⼤会の現地・オンライン交互開催に関して（領域 3 からの議題提案）ポスターセッションが
オンライン⽅式だと講演者が他学会を選択するケースが増えており、ショートプレゼンを⼊れ
る等のディスカッションを活性化できるような⼯夫が求められた。参加費を上げてもよいので
より良いサービスを導⼊してほしいという意⾒もあった。また、オンライン開催では若⼿研究者
が他の研究者と知り合うチャンスが減るといった懸念点も挙げられた。できるだけ対⾯開催を
希望する意⾒もあった⼀⽅で、招待講演者や海外在住の⽅の講演のしやすさや、旅費等の⾯での
学⽣の参加しやすさなど、オンライン開催のメリットも挙げられた。2021 年に会員向けにアン
ケートをとった結果も踏まえての現在の⽅針でもあるため、現在の「現地・オンライン交互開催」
が定着してきたところで改めて会員向けのアンケートを実施して、今後の運営の参考にしたい
ことも、⼤会担当理事から伝えられた。 
 
2024 年 3⽉ 15 ⽇（⾦）10:00-11:30（Zoom によるオンライン開催） 
1. 計算物理領域の新設について 

領域 1、領域 11 など⼤きな影響が予想される領域と個別に提案者を含めた意⾒交換会を設
けて検討を⾏った結果が報告された。これまでの経緯は物理学会ホームページにログインする
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と参照できる。ワーキンググループの設置を認めて良いか、各領域で議論する。なお、ワーキン
ググループの設置が領域の⽴ち上げを意味するものではない。 
2. サポートレターについて 

 

 
 
² 以上の報告後に計算物理領域新設のワーキンググループ設置の是⾮が議論され、議論の結

果ワーキンググループ設置は領域８全体では承認するという結論となった。 
 
² サポートレターについては、⽇本物理学会の総意としてサポートレターを提⽰することに

は慎重になるべきである。サポートレターの取り扱いについては以後も継続的に審議す
る。 

 
 

議題 3：次期領域代表・副代表および運営委員の紹介（⿊澤） 
領域代表 （2024/4-2025/3）永崎 洋  (産総研) 
領域副代表（2024/4-2025/3）⿊⽊ 和彦 (阪⼤理) 
迫⽥將仁 （北⼤     低温・実験）運営代表  ＊各役割は承認待ち 
⾜⽴伸太郎（京都先端⼤  低温・実験）Web担当 
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北⾕基治 （兵庫県⽴⼤  低温・理論）書記 
佐藤芳樹 （東京理科⼤  磁性・実験）学⽣賞（⽋席） 
⾦⼦隆威 （早稲⽥⾼等研 磁性・理論）運営副代表 
任期：2024 年 4⽉〜2025 年 3⽉ 
＊次期運営代表は低温から、運営副代表は磁性から選出 
＊運営代表と運営副代表は実験と理論別に担当 
 
² 次期領域代表と副代表の紹介があり各⽒から挨拶があった。また、次期運営委員５名の紹

介があり参加された各⽒から挨拶があり、本ミーティングの場で次期運営代表や運営副代
表などの各役割も承認された。 

 

 
議題 4：次次期領域運営委員の推薦・承認（⿊澤、⼟射津） 
藤岡正弥 （産総研 低温・実験）（⽋席） 
⽯塚淳  （新潟⼤ 低温・理論） 
東中隆⼆ （都⽴⼤ 磁性・実験）（⽋席） 
⾓⽥峻太郎（東⼤  磁性・理論） 
任期：2024 年 4⽉〜2025 年 3⽉ 
 

² 次次期運営委員 4 名の紹介があり参加された各⽒から挨拶があった。次次期運営委員とし
てこの場で承認された。 

 

 
議題 5：そのほか（有⽥） 

1. 講演数減少についての意⾒交換 
² 領域８の講演数減少は深刻であり最盛期の 556⼈（2018秋）の半数以下となってしまっ

た。これは領域８だけの現象ではなく物性分野全体で減少傾向が⾒て取れる。考えられる
理由として、リモート開催の弊害や学⽣発表数の減少、実験研究の⼤規模化による発表数
の減少、物性の研究者（特に実験分野）⼈⼝の減少、好まれる/好まれない開催地の問題
などが議論された。今後も講演数の推移は注視しなければならず、講演数の増加のための
議論が必要である。 

 

2. 次回のインフォーマルミーティングの⽇程について 
² 次回のインフォーマルミーティングは⼤会３⽇⽬の昼休みに開催予定とした。 
 

以上 


